































































































最初に読んで驚いたのは坂口安吾の「散る日本」です。 （略）塚田と木村に対する思いが、日本の状況論というか、戦後の精神の有様にクロスしてくる。 （略）文章が相当上等だと感じました。 （略）自分が一人称で書いていく時 一つの祖型となり



















































































































































































特異な動きをする〈桂馬〉と〈幻想〉とを組み合わせ 題名は秀逸だ。 〈金 ひく〉 は済寧館の決戦の木村の守りの勝負手 「四八金」を想起させる。桂 〈はねだす〉というのも適切だ。そて〈四五桂〉に注目したい。当初配置の二九（もしくは二一）
坂口安吾はなぜ木村義雄を書いたのか103
から三七（もしくは三三）経由で四五と正しい筋に桂馬を跳ねている。　「散る日本」では〈将棋を知らない〉に続いて〈けれども、この十年間、名人戦ばかりでなく、その他の勝負、これと ふ手合に殆ど負けてゐないのだから、調子だけでかうは行く筈のものではない。 （略）木村名人はたしかに強いに相違ない（略）木村名人の一代前は関根名人と云つて、この人は将棋は弱かつたが、 将棋がキレイで、 さすがに名人の風格 などと称せられた〉と記している。 〈将棋を知らな 〉とは書きながらも（両名人の強弱に多少の誇張はあるが）将棋界のあらまし 把握していた。実は同様のレトリックを安吾は唯一の肉声録音で 残 ている。 「済寧館の決戦」直後 四九年六月六日にＮＨＫ第一放送の「朝の訪問」で「碁や将棋、特に将棋が非常にお好きなんですね」との問いに 「いえ、好きじゃないん すよ。将棋僕は下手なんです 碁の方がね、まあいくらかと言ったっ 大してうまくないけどね」と言いながら直後に「 （ は）勝負の決する最後の瞬間ま 、もう鍔ぜり合いみな なもんです。その激しさという は、 僕なんかみたいな野次馬 は観て て、こんなに面白いもの ないんですね」 。 〈好きじゃな 〉 けど 〈こんなに面白いものはな 〉と 安吾ならではの表現だ。　五四年一一月三〇日、故郷に帰った安吾は「新潟日報新館落成
記念文芸講演会」で畏友尾崎士郎と共に演台に上った。一二月一日付の同紙朝刊は〈機知と熱の文学論／尾崎、坂口両氏講演会〉との見出しで〈まず坂口氏が演台に立ち、大山氏に名人位を奪われた木村前名人の例を引き／形ち、姿、感情に重きをおいた木村の将棋は真理に重点をおく大山氏に敗れた。真理とはだれにでも判り易いものでなければならず、文学 底を貫くものは真理でなければならぬ。／と坂口文学の旗印を示せば（略） 〉 報じた。翌年二月に亡くなる直前、生涯最後の講演で二年前（五二年）の名人戦を例にして文学を語ったことは、将棋に対する関心を最期まで持ち続けていた何よりの証拠だ。三．安吾はなぜ木村義雄を書いたのか　
安吾は将棋観戦記を書いた明確な理由を残している。










人戦の人気である。 （略）碁の本因坊戦ときてはたかが一家名をつぐだけ ことにすぎない。 （略） 碁も名人戦をやらねばならぬ。実力第一 者を争うギリギリの勝負でなければ決して天下の人気をわかすことはできない〉と囲碁界に手厳しい。安吾は〈私は碁の大手合は時々見た〉 「散 日本」 記したが、観戦記を残していない。観戦記は書く必然性があったから書いたのだ。　
安吾の将棋観戦記はすべて木村義雄が対局者だ。 「散る日本





同年初場所での双葉山の七十連勝成らずの敗因を分析 一文だ。 「散る日本」に〈相撲 ケンリ」との一節が出 くるが、木村はその場所も初日から升席に通い、三日目、六十九連勝目の駒ノ里戦も観ている。連勝が途絶えた四日目の安藝ノ海戦所用 ため観られなかったのだが、それまでの観戦か 双葉山の敗因を詳細に考察してい 。いわく 横綱 面目の為めに
成るべく待ったをせず、 多少不利でも受けて立つといふ観念が、病後の彼れに意外の重荷を負はした〉 〈横綱の貫禄も大切ではあるが、それは決して呼吸が合はないでも、無理に立つことを要求す ものではない〉 〈将棋は序盤に有利な陣を布い 、中盤の戦闘時期に入る準備をなすのが必要（略）序盤の岐れが互角でないと、後がなかなか面倒 立上がりの綺麗といふことも程度の問題で 彼れの後援者や贔屓が、無暗に立ちを急がせて、彼れの成績を汚しては らぬ〉と双葉山 立ち合い ついて疑義を呈している。双葉山の「 の先」の立ち合い 強さと美しさを兼ね備えていると賞賛されていた
　16。連勝は三六年
初場所から始まった。一方で「第一期名人決定大棋戦」は三五年から三七年の暮れにかけ 行われ、木村 初 実力制名人に就いた。既に神格視さ ていた双葉山への批判は同時代の覇者である木村以外 許されることではない。木村は同誌 三八年一〇月号でも「将棋と戦略」で将棋の実際の読みを孫子 兵法などを例に挙げながら説いている。　





木村名人が双葉山を評して、将棋では序盤に位負けすると最後まで押されて負けてしまふ。名人だなどと云つても序盤で立ちおくれてはそ まで（略）双葉の如く、敵の声で立上り、敵に立上りの優位を与へるのが横綱たる 貫禄 といふ考へ方 どうかと思ふ、といふことを述べ ゐ 。
「大阪の反逆」 （ 「改造」四七年四月）

















は坂田八段の端歩 （九四歩） を題材にしている。 〈坂
106将棋と文学スタディーズ
田の端の歩突きは、いかに阿呆な手であったにしろ、常に横紙破りの将棋をさして来た坂田の青春の た。 （略）この手は将棋 定跡というオルソドックスに対する坂田の挑戦であった〉と肯定的に捉えている。　「大阪の反逆」が〈将棋の升田七段が木村名人に三連勝以来、大阪の反逆といふやうなことが、 時々新聞雑誌に現れはじめた〉と大阪期待の将棋指しから始まるのは、坂田から文学を論じた織田へのこの上ない手向けだ。一方で〈升田七段の攻撃速度は迅速意外で、 従来の定跡が手おくれになつて まふ
（時事新報）
〉
との〈 度〉 言及は「坂田の端歩」否定 伏線として効果的である。安吾は〈最初 一手に端歩をついたといふ衒気の方が面白い。第一局に負けて、第二局で、又懲 もせず、端歩をついたといふ馬鹿な意地が面白い〉とまずは面白がるが、木村の〈名人だなどと云つても序盤 立ちおくれて それまでで、（略）双葉の如く、敵の声で立上り、敵に立上りの優位を与へるのが横綱たるの貫禄だ いふ考へ方はどうかと思ふ〉を例に引き、 〈第一手に端歩をつくなどといふの 馬鹿げたことだ〉と否定した。そして 〈私は先に坂田八段の端歩のことを言つた。これは如何にも大阪的だ。然し、大阪の良さではなく悪さだ。 （略）なぜなら、木村名人の序盤に位負けしては勝負に負ける、 序盤に位勝ちすること自体 力量の優位 だから、
といふオルソドックスの前では当然敗北すべき素朴なハッタリにすぎない〉と続けた。果たして安吾は〈織田は悲しい男であつた。彼はあまりにも、ふるさと、大阪を意識し ぎたのである。ありあまる才能を持ちながら、 大阪に限定されてしまつた。彼は坂田八段の端歩を再現してゐる〉と木村の双葉山論と坂田の端歩との対比により織田を語った。安吾が将棋を識っていたからこその織田への挽歌である。　
また、安吾は織田の「可能性の文学」を読んで、木村の言う


















が今迄他流試合をして、その図々しさに呆れたのは将棋さしのチームであった。 （略）木村名人が初段で最も強く、あとは大概、三四級というところだが、彼らは碁と将棋は違っても盤面に向う商売なのだから、第一に場馴れており、勝負のコツは、先ず相手を呑んでかゝるこ だという勝負の大原則を心得ている（略）僕が碁に負けて口惜しいと思ったのは、この将棋の連中で、いつか復讐戦をやりたいと思っているのも、この連中だけだ〉と回想した。自分の がチームの負けに直結して悔しくない訳がない。　
のちに「散る日本」での対局開始直後に〈木村名人は私達に











が度々自滅することに触れた上で〈それらの日本的な勝負の鬼どもに比べて、 なんとまア呉清源は、 完全なる鬼であり、 そして、完全に人間ではないことよ〉と感嘆している。ただし〈完全る鬼〉に感心したが「人間」呉清源には評価を濁している。 「呉清源」 の結びは 〈呉清源がジコーサマ
　19に入門せざるを得なかっ
たのも、天才の悲劇的な宿命であったろう 私 思う〉 「勝負師」の冒頭でも川端康成らと共に呉を囲 だ席で安吾は〈要領を得ない座談会
　20で、面白をかしくもなく、後味がわるかつた。
































































































名詞としての登場、控え室の面々が各一 ） 。　（３）中篇小説特輯の一つとして掲載。目次で隣にあるのは井伏鱒二の「本日休診」 。　（４）全七篇収録の中短編集。 「勝負師」以外は普通の小説、随筆。安吾が細字万年筆の青インクで白地の見返し 左ページに〈筆者自家用／門外不出〉との書き込みがあった。安吾は五一年に税金未払いにより原稿料や蔵書の差 押さえを喰っている。その中の一冊が巡り巡って母校東洋大に納まったと推察され 「勝負師」本文にも カ所の書き込みあり。①中公文庫「勝負師」で九〇ページの〈塚田の指手が報らせてきた。／六六歩〉 〈木村はそれをノータイムで、同歩 ある行から一二行先、 九一ページの〈持ち時間 あといくらもない木村が、又、長考にはいる の右側に見返しと同じ青インクで線が引かれ、その右上 〈次は塚田の／指手なる／べし？〉との書き込みあり。木村の同歩の直後な で、確かに長考は塚田でなはならない ②同九五ページの 〈木村、 四十九分考へて、 四五金とあるうち〈木村〉 側 線が引か 、そこ ら 指示線の
先に〈塚田？〉と書き込まれていた。九〇ページの〈木村〉の同歩の直後の手なので〈塚田〉が正しい 七篇のうち書き込みがあるのは「勝負師」だけ。安吾が自作を読み返したこと、自分が書いた手番の誤りに気づく程度の棋力があることを証明している。　（５）作品集「勝負師」は本来、観戦記集として出版されるはずだった。先に「後記」 冒頭を挙げたが、ここでは末尾を紹介する。 〈私は闘争の美しさを好む。好むのあまり、やむべからずして書いたもの 、こ 一冊の本である。ねがはくは読者よ、闘争を愛するはよし 正 く健康に愛し、合理的に処理して、再び戦争の愚をくりかへすこと 、激しく憎もうではないか。／健全な 闘争に美神の宿らんことを。／一九四九・八・十六
　
著者〉 。格調高く結ばれている。もし 「後記」
が載った観戦記集が安吾の意図の通りに出ていたら、 れら作品群はもっと陽の当たる場所にあったに違 な 。　（６） 「勝負師」が、 安吾の本来の意図とは違った作品集になった理由は「後記」と二通の詫び状から推察でき 作品社社主の山内文三からの五〇年一月二三日付の書簡は〈御叱正の御葉書頂戴致し早速八木岡を参上せしめ御詫申上候処御寛容 お図り賜り御厚情のほど御礼申上候〉 。書簡中に出てくる同社の編集者である八木岡英治からは二月五日付で〈勝負師十部別便
坂口安吾はなぜ木村義雄を書いたのか111













研究集会の筆者発表で「安吾が書いたのは観戦記か？」という問題提起があった。 「定本坂口安吾全集」 （全一三巻・六七年～七一年・冬樹社）は「散る日本」 勝負師」を小説に、 「観戦記」を評論に分類する。観戦記の枠を越えているという考えもあるが、ここではまとめて観戦記として扱う。
３
	





従来は初出未詳。筆者が将棋ペンクラブ会報 「将棋ペン倶楽部 （以下、 倶楽部） 」 （下）①（一一年・春＝第五五号）で報告。同作は「将棋新聞」 第一四号 （四八年三月一〇日） に 「私の将棋観」 名で転載。
５
	


































双葉山は幼少時に吹き矢で右目を負傷、ほ んど失明状態だったので激しい相撲 取りづらく、後の先の立 合いになったという説あり。
17	




璽光様 （璽光尊） 。璽宇教教祖。呉は一時期、 双葉山と共に信者だった。
20	 「囲碁・人生・神様」 （ 「文藝春秋」四九年七月） 。参加者は他に豊島与志雄、火野葦平。
21	
実は安吾と同じ新潟県人 〇一年、筆者 原田九段に「勝負師」を読んでもらい感想を聞いた。答えは一言、 「安吾先生のおっしゃる通り」 。
［将棋ペンクラブ・安吾の会］
